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本学の WSD は、オスマー図書館が開館 10 周年を迎えた 2010 年に、ライティン
グ・センターのパイロット版という位置づけで設置された（2）。教養学部長室と図書館


































になった。3 月の段階では Zoom をプラットフォームとして使用する準備が整っておら
ず、ライセンス・アカウントの登録が不要ですぐにセッションが行える状況にあった
Google Meet を使用することとした。しかし、授業では Zoom が多く用いられ、学生も















比較すると、2019 年春学期は延べ利用件数が 144 件であったのに対し、2020 年春学期
は 164 件で、前年に比べ約 14% の増加となった。このような利用件数の増加傾向は秋
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表 1	 2020 年春学期 WSD オンライン・チュートリアルに関するアンケート結果	
1-a. （チューターのみに対する質問）オンラインでのチュートリアルの準備の仕方や費やした時間
は、対面時と異なりましたか。Did the preparation and the time you spent before online tutorials differ



















は Google Forms を用いたアンケートで、回答期間は春学期終了後の 2020 年 7 月 8 日
（水）から同年 7 月 17 日（金）であった。対象者は春学期の大学院生チューター 28 名
と利用者 48 名とした。しかし 6 月下旬の春学期終了から調査までの時間が空いたこと
や、学期の終了とともに帰国した学生が多かったことから、回答者数は大学院生チュー








やした時間は、対面時と異なりましたか。Did the preparation and the time you spent before 






トを利用したことがありましたか。Have you used face-to-face writing support at WSD before 
this semester?
利用者の回答：はい（Yes）8.3%、いいえ（No）91.7%
2. オンラインでのチュートリアルの流れや内容は、対面時と異なりましたか。Did the 




利用者の回答（1-b で「はい」と答えた 1名のみ）：はい（Yes）0%、いいえ（No）100% 
3. オンラインでのチュートリアルで、対面時にはない困難を感じた点はありますか。 Did 














5. 今後通常の対面授業に戻っても、オンラインでのチュートリアルを WSD の形態の一
つとして継続すべきだと思いますか。Do you think that online tutorials should be continued as 
one of the styles of writing support at WSD even when the university goes back to regular face-to-








ICU Studies in Japanese Language Education 17
6. オンラインでのチュートリアルに有効だったものがあれば教えてください。（パソコ
ン機能、ウェブサイト、アプリ、書籍や記事など、何でも構いません。）Please tell us any 
useful tools you used for online tutorials. (Computer functions, websites, apps, books, articles, etc.)




いますか。改善してほしい点なども含め、自由に述べてください。What support would you 
need for future online tutorials? Please feel free to mention anything you would like us to improve.
チューターの回答：学生からのフィードバック、チューターとオフィスとの連携強化、










































『情報の科学と技術 61 巻 12 号』情報科学技術協会で詳述されている。







（7） 春学期に特に利用頻度が高かった 2 名に対し、Zoom 上でそれぞれ 30 分ずつイン
タビューを行った。対象者は 1 年生 1 名、2 年生 1 名であった。
